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人 口 227，638人

t註帯 72，444t控帯
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完
成
間
近
の
多
一
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
。
定
ょ
に
山
村
体
験
宿
泊
施
設
を
建
設

と
ご
一

も

一

へ

こ
の
件
、
名
産
で
あ
る
わ
さ
び
・

の
優
良
種
釘
や
変
越
し
苗
の
研
究

な
ど
を
し
よ
う
と
、
一
一
訟
の
農
場

造
成
や
、
森
林
浴
を
楽
し
み
な
が

ら
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
が
で
き
る
森
林

プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
な
ど
も
建
設
さ
れ

る
予
定
で
す
。

ま
た
、
九
，
五
円
仰
に
九
ホ
ー
ル

(
一
ホ
ー
ル
約
二
百
日
制
以
内
)
の

ミ
ニ
ゴ
ル
フ
場
は
、
甘
口
民
一
体
の

第
三
セ
ク
タ
ー
に
よ
っ
て
援
護
す

る
こ
と
が
、
一
月
二
寸
三
日
の
ゴ

ル
フ
場
設
立
総
会
で
決
定
さ
れ
ま

し
た
。さ

ら
に
、
第
三
セ
ク
タ
ー
方
式

に
よ
る
ペ
ン
シ
ョ
ン
村
も
一
一
一
か
一
附

か
ら
申
し
込
み
が
あ
り
、
現
在
町

で
一
検
討
し
て
い
ま
す
。

仮
称
あ
ま
ぎ
ふ
る
さ
と
広
場
は
、
事
は
潜
り
下
げ
方
式
で
西
武
球
場
に
は
使
え
る
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
そ
し
て
、
広
場
の
一
角
に
は
、

修
善
寺
か
内
金
の
ふ
ろ
で
有
名
な
と
同
じ
ス
タ
イ
ル
。
堀
り
下
げ
た
急
ピ
ッ
チ
で
工
事
が
進
め
ら
れ
、
陶
工
芸
の
思
ど
し
一
仁
、
す
で
に
東

船
厳
温
泉
を
過
ぎ
て
、
ま
も
な
く
の
り
の
部
分
で
銭
一
戦
す
る
よ
う
に
殉
境
対
も
、
山
村
体
験
宿
泊
施
設
京
か
ら
新
進
の
掬
芸
家
一
一
一
侶
芳
彦

留
選
一
三
六
号
線
沿
い
に
、
大
き
な
っ
て
い
ま
す
。
広
さ
も
日
本
一
が
完
成
す
る
こ
ろ
に
は
設
墨
す
る
氏
が
定
住
し
て
「
の
ぼ
り
紫
」
を

な
け
や
き
の
下
に
祭
ら
れ
た

w
こ
の
札
線
円
山
球
場
を
し
の
ぐ
と
い
そ
う
で
す
。
製
作
し
て
お
り
、
町
で
も
、
こ
こ

目

持

品

当

日

じ

心

村

山

訂

以

行

。

れ

口

U
U
抱
擁
雑
穀
諒
一
一
一
括
詑
十
間
百
九
哨
コ
ー
ナ
ー

へ
了
五
キ
恥
入
る
言
語
に
の
選
手
残
さ
れ
て
い
る
だ
け
持
議
会
で
審
議
駐
車
場
は
、
広
場
の
中
央
に
七

到
着
し
ま
す
。
広
場
は
、
標
高
一
一
一
で
、
三
月
中
に
は
完
減
し
ま
す
。
十
台
分
設
置
さ
れ
ま
す
。
現
在
狭

百
討
と
伊
豆
で
は
一
両
ム
口
に
あ
り
、
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
、
縦
百
平
塚
市
が
施
工
す
る
山
村
体
験
い
入
口
の
道
路
も
、
体
験
宿
泊
施

山
に
固
ま
れ
た
す
ば
ら
し
い
パ
ノ
五
十
灯
、
横
討
七
十
れ
と
、
平
塚
宿
泊
施
設
の
設
計
は
、
鉄
筋
コ
ン
設
が
で
き
あ
が
る
こ
ろ
に
は
、
観

ラ
マ
風
の
跳
望
と
、
大
自
然
に
懇
球
場
が
す
っ
ぽ
り
入
る
と
い
う
大
ク
リ
1
ト
二
階
建
て
で
、
野
球
場
光
パ
ス
も
入
れ
る
よ
う
き
れ
い
に

ま
れ
た
環
境
の
よ
い
品
切
所
で
す
。
き
さ
で
、
サ
ッ
カ
ー
と
ラ
グ
ビ
ー
や
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
多
目
的
グ
ラ
整
備
し
、
平
塚
市
民
を
淳
一
え
た
い

広
場
ま
で
の
山
あ
い
に
は
、
し
い
場
を
一
一
回
ず
つ
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ウ
ン
ド
が
一
臣
で
見
渡
せ
る
、
一
と
鈴
木
課
長
は
話
さ
れ
ま
し
た
ι

持

日

刊

誌

試

片

品

開

討

し

」

官

時

計

時

計

詰

管

理

と

運

営

拡

松
や
黒
松
、
く
ぬ
ぎ
、
な
ら
な
ど
の
半
分
は
土
の
コ
ー
ト
と
な
り
ま
浴
室
な
ど
必
要
な
設
備
が
設
け
ら
広
場
の
管
理
運
営
は
、
両
市
町

の
ほ
か
に
ひ
の
き
林
や
杉
林
な
ど
す
。
こ
ち
ら
も
す
で
に
工
事
は
、
れ
て
い
ま
す
。
お
ふ
ろ
も
「
地
元
が
よ
く
協
議
し
な
が
ら
、
管
理
委

も
占
一
夜
し
て
お
り
、
周
り
の
自
然
九
分
ど
お
り
で
き
あ
が
り
、
芝
生
の
協
力
が
得
ら
れ
れ
ば
、
温
泉
が
員
会
を
発
足
さ
せ
て
、
利
用
方
法

と
う
ま
く
一
調
和
し
て
い
ま
す
。
車
の
張
り
終
わ
る
一
二
月
に
完
成
し
ま
引
け
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」
と
、
な
ど
を
取
り
決
め
て
い
き
ま
す
。

で
平
塚
市
か
ら
九
十
J
M州
、

回

世

間

す

。

鈴

木

課

長

が

話

し

て

お

ら

れ

ま

い

ず

れ

に

し

て

も

、

両

市

町

民

が

は
約
…
一
時
間
一
一
一
十
分
で
す
。
野
球
場
、
多
目
的
グ
ラ
ワ
ン
ド
す
。
よ
く
ふ
れ
あ
い
、
交
流
が
で
き
る

と
も
、
利
沼
で
き
る
の
は
「
芝
生
宿
泊
総
設
の
収
容
人
員
は
四
十
ょ
う
検
討
さ
れ
ま
す
。

野

球

場

と

多

額

が

根

付

く

、

梅

雨

明

け

こ

ろ

(

夏

八

人

で

す

。

ま

た

、

主

な

工

事

は

、

語

六

的
車
場
が
完
成
宮
前
)
に
な
る
で
し
ょ
う
」
工
事
は
、
昭
和
六
十
年
度
予
算
士
年
度
ま
で
に
議
す
る
予
定

a

‘

j

と
、
鈴
木
課
艮
は
話
し
て
お
ら
れ
で
二
二
月
定
例
市
議
会
に
上
稼
さ
で
す
が
、
正
式
な
施
設
の
オ
1
フ

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に
ま
す
。
れ
審
議
さ
れ
ま
す
が
、
園
か
ら
の
ン
は
、
平
塚
市
の
施
工
す
る
宿
泊

は
、
野
球
場
、
多
目
的
グ
ラ
ワ
ン
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
は
、
会
天
検
型
補
助
金
も
関
係
す
る
た
め
、
昭
和
施
設
の
完
成
を
待
っ
て
行
う
そ
う

ド
、
テ
ニ
ス
コ
:
ト
な
ど
が
建
設
が
五
箆
と
グ
リ
ー
ン
サ
ン
ド
(
ク
六
十
年
度
の
単
独
事
業
か
、
六
十
で
す
。
そ
れ
ま
で
は
、
仮
オ
1
ブ

さ
れ
ま
す
。
レ
ー
コ
ー
ト
)
が
五
菌
、
計
十
面
一
年
度
に
か
け
て
の
一
一
か
年
継
続
ン
と
い
う
一
形
で
施
設
を
貸
し
出
す

野
球
場
は
、
霊
君
、
中
堅
の
コ
ー
ト
が
造
成
さ
れ
ま
す
。
野
重
に
す
る
か
は
、
こ
れ
か
ら
検
方
針
で
す
。
詳
し
い
こ
と
は
追
っ

百
二
十
討
の
公
式
球
場
で
す
。
ヱ
球
場
と
向
じ
よ
う
に
、
今
年
の
一
夏
討
さ
れ
ま
す
。
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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ム
ヴ
の
時
期
は
、
空
気
が
乾
燥
し
、
強
風
が
吹
き
、
ま
た
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
緩
一
一
層
器
呉
を
使
う
こ
と

か
ら
、
火
災
が
ち
J

く
な
っ
て
い
る
。
今
年
も
、
一
月
一
一
十
八
け
か
ら
三
月
十
一
一
一
臼
ま
で
、
全
国
一
斉

に
H

春
の
火
災
予
防
護
動
ψ

が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
最
近
の
火
災
は
弘
主
題
多
様
化
し
、
そ

の
危
隔
世
作
も
拡
大
し
て
き
で
、
焼
死
者
を
行
う
も
の
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
「
あ
と
む
よ
り
、
い
ま

が
大
切
火
の
始
末
」
皆
さ
ん
も
、
火
の
見
に
は
十
分
注
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

講演会

と き 2月168 (ニヒ)
午後 2時から

ところ 中央公民館
・構想 サッカーにかけた青春

講師釜本邦茂氏

ロ タリークラブ、(電話23~5955)

生
活
用
問
窮
家
庭

就
学
費
の
援
助

= 

= 

句

z 

宝

三

火
災
は
急
激
に
進
展
し
、
避
難

の
余
裕
も
な
し
に
煙
に
ま
か
れ
て
一
マ
避
難
す
る
と
き
は
、
幼
児
、
老

こ

れ

に

よ

り

、

新

し

い

町

署

一

地

場

経

斉

振

興

フ

ォ

ー

ラ

ム

一

し

ま

う

の

が

現

状

で

あ

る

。

一

人

、

身

体

不

自

由

者

室

実

に

は
、
臼
向
間
一
丁
良
、
臼
向
凋
一

4
1

一
い
ざ
と
い
う
終
に
は
、
素
早
く
一
避
難
さ
せ
る
。

一
了
目
と
な
る
。
こ
の
区
域
の
面
一
一
一
十
一
世
紀
に
向
か
っ
て
の
新
一
「
幻
世
紀
の
新
し
い
産
業
の
潮
一
行
動
で
き
る
よ
う
、
#
周
段
か
ら
心
一
マ
服
装
や
持
物
に
こ
だ
わ
ら
ず
、

一
一
し
い
地
場
経
済
の
活
力
を
求
め
よ
一
流
」
、
事
例
発
表
「
異
業
種
交
流
一
掛
け
て
い
た
だ
き
た
い
。
一
で
き
る
だ
け
早
く
避
難
し
、
外
へ

~
ど
で
つ
と
、
第
一
回
地
場
経
液
振
興
ブ
一
の
実
際
」
、
パ
ネ
ル
デ
イ
ス
カ
ッ
一

Q
避
難
の
要
領
一
出
た
ら
、
衛
門
び
中
へ
炭
ら
な
い
。
一
公
営
事
業
所
で
は
、
羽
月
か
ら
一

3
月
5
B
(火
)

件
一
ォ
1
ラ
ム
が
関
か
れ
る
。
一
シ
ョ
ン
「
新
し
い
潮
流
が
平
塚
を
一
マ
廊
下
や
出
入
口
、
非
常
階
段
な
一
マ
消
火
に
気
を
と
ら
れ
、
避
難
の
一
九
月
ま
で
六
回
開
催
の
平
塚
競
輪
場
一
マ
時
間
午
前
9
持
5
午
後
4
待

問
一
マ
日
待

2
丹
幻
自
(
金
)
午
後
一
ど
の
よ
う
に
変
え
る
か
」
一
ど
に
、
樽
害
と
な
る
物
を
璽
か
な
一
時
機
を
失
わ
な
い
。
一
内
売
腐
の
出
泊
者
を
募
集
す
る
。
一
マ
場
所
平
塚
競
輪
場
世
帯
一
務
所

h

一
1
時

一

円

v
参

加

費

無

料

(

懇

親

会

審

由

一

い

。

一

円

v
燥
の
中
で
は
、
濡
れ
タ
オ
ル
な
一
門
V

貸
付
応
舗
・
特
観
席
付
属
食
一
寸
応
募
資
格
①
市
内
に
1
年
以

?
一
マ
会
場
平
塚
商
工
会
議
所
一
希
望
者
は
一
人
一
千
五
百
円
)
一
円
V

子
供
や
老
人
は
、

1
階
な
ど
避
一
ど
で
口
や
鼻
を
押
さ
え
、
煙
を
吸
一
堂

2
活
鏑
・
飲
食
売
庖

9
一
上
引
き
続
き
癒
伶
し
、
住
民
基
本

ヤ
内
容
産
業
か
ら
の
報
告
「
産
一
ヤ
問
い
合
わ
せ
先
翌
荷
主
一
課
高
一
難
し
や
す
い
場
所
に
寝
か
せ
る
。
一
わ
な
い
よ
う
に
す
る
。
応
舗
・
欝
通
士
見
庖

6
厨
舗
一
ム
ロ
綬
ま
た
は
外
国
人
登
録
法
に
よ

議
調
講
演
(
内
線
五
回
八
)
マ
家
族
で
避
難
方
法
に
つ
い
て
話
一

Z1け
付
け

3
月
4
日
(
月
こ
り
平
塚
市
に
登
録
さ
れ
て
い
る
こ

受
付
は

3
月
4
日
と

5
日

L

地
銀
対
策
特
約
措
置
法

一
大
地
援
が
い
っ
、
ど
こ
で

一
起
き
る
か
、
あ
ら
か
じ
め
わ

一
か
れ
ば
事
前
に
対
策
を
講

コ
じ
、
被
警
を
最
小
限
に
食
い

い
止
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ

'
の
た
め
「
大
規
模
地
震
対
策

『
特
別
措
置
法
」
が
、
昭
和
日

一
年
ロ
月
に
施
有
さ
れ
た
。

し
か
し
、
地
鍵
が
予
知

(
東
海
地
震
に
限
る
)
さ
れ

布
陣
同
格
談
室
お
!
一
一
一
一
市
内
線
二
九
三

O
人
権
法
樺
相
談
「
2
月
四
百
(
大
)
、

3
月
5
日
へ
火
)

〈
〉
行
政
苦
構
椙
談
月
日
時
5
時
時

。
一
般
法
捧
相
談
3
月
7
E
(
木
)
、
3
月
四
日
(
火
)

予
約
制
(
電
語
で
も
可
)
、
日
時
3
日
時

。
宅
地
嘩
物
相
談

2
月
間
日
(
火
)
、
日
時
S
M
時

予
約
制
(
電
話
で
も
可
)

。
登
記
、
世
託
、
測
量
相
談

3
月
8
臼
(
金
)
、
四
時
3
日
時

。
住
宅
相
談

2
月
四
日
(
火
)
、
日
時
S
M
時

。
定
問
蛭
ム
軍
梧
談

3
月
比
呂
(
木
)
、
叩
時
1
日
時

。
一
般
市
由
民
相
談
毎
包
(
た
だ
し
、
土
曜
日
は
四
時
ま
で
、
日

曜
・
祝
日
は
除
く
)

O
消
費
生
活
梧
絞

2
月
日
目
(
金
}
、
即
日
(
金
)
、
3
月
2
日

(
金
)
、
日
時
:
日
時

。
尭
明
帯
聾
特
許
相
談

3
月
4
日
(
月
)
日
時
1
日
時

。
下
縞
翫
引
相
談

2
月
幻
自
(
木
)
、
日
時
泊
分
i
時
時

ご利用を禽
少
年
栂
談
室
(
市
民
セ
ン
タ
ー
一
階
)

日
調

j
七
一
一
一
一
一

月
3
金
曜
日
9
時
3
日
時
土
曜
日
は
日
時
ま
で

福

祉

会

館

お

i
二
一
一
一
三
一
一
一

〈Y
心
配
ご
主
措
談
毎
週
百
曜
日
(
第
五
を
除
く
て
日
時
う
日
時

。
一
母
手
相
談
一
時
過
丹
S
金
福
田
、

9
時
5
日
時
担
分

。
車
鹿
兇
盟
相
続
樟
週
月
1
金
曜
日
、

9
時
S
M時

〈
半
高
齢
者
磯
韓
相
談
毎
週
月
白
、
金
曜
臼
、

9
時
加
丹
、
，
U

即時

土
曜
日
は
四
時
ま
で

。
者
人
相
談
聾
週
火
・
木
曜
日
(
た
だ
し
、
祝
日
由
場
合
は

休
み
て
午
前
問
時
、
四
時



問
い
合
わ
せ
は
、
市
役
所
市
民
了
待
問
午
前
9
時
1
午
後
4
時

税

謀

へ

。

一

7
2
月
刊
泊
臼
(
月
)
中
央
農
協
神

一
回
支
所

巡
間
出
頭
&
間
報
謙
一
十

一
7
2
月
刊
日
(
火
)
豊
田
公
民
館

市
役
所
か
ら
遠
い
方
の
た
め
、
一

7
2
月
初
臼
(
水
)
城
島
公
民
舘

一
回
申
告
相
談
h
f

受
け
付
け
を
片
付
一
マ
2
月
紅
白
(
木
)
回
一
崎
公
民
館

。
最
寄
り
の
会
場
を
ご
利
用
い
一
マ

2
月

管

室

中

央

農

協

旭

だ

き

た

い

。

一

支

所

な
お
、
駐
車
設
備
の
な
い
会
場
一
マ

2
月
お
臼
(
月
)
中
央
農
協
土

自
動
車
で
の
来
場
一
沢
支
所

一
7
2
月
初
日
(
火
)
金
自
公
民
館

7
2
同
月
幻
臼
(
水
)
金
自
公
民
館

葉
線
づ
く
り
鋭
両
明
会

勤勉

O.SfL7-} 

0.6月分

1.1月 分

期末

3月期 0.5月分

6月期 1.4月分

12月其自 1.9月分

言十 3.8月ク〉

※退職手当の 1人当たり平均支給額は、前年度に退職レた全戦議に係る職員に支給された

平均額であるn

け

O
一
小

、
~
/
，

く〉納税貯蓄総会とは
税金をみんなが助け合いながら、ラクに納

める方法、それが納税貯蓄組合の制捜です

く〉続税貯蓄総会の特典
納税預金の利息は、普通預金の利恵より高

軍です。預金利息には所持税はかかりませ

ん。納輯が確実で手数が省けます。組合に

は補助金が交付されますロ

。加入の手続きは
同業者等を 定の単位と

ります。お近くの組合に

申し込みができます。

・詳レくは収納課管理冊(電話内綿280)

住民異動屈は、選挙、就学、国民年金、国民樺属探

憤、予防接帯、印鑑重正明などのもとになる重要なもの

です。住所が変わったときは必ず14日以内に届け出を

1 してください。

届け出には、その方自氏名、住所、異動した年月

目、従前の住所等がわかるようにし、本人または世帯

主等が届け出ることになっています。

うそ白届け出をしたり、正当の理由がなく属け出を

おこたった場合は過料が科せられる場合があります。

減担当 市民課市民異動部〈瞳諮問~1111内組234)



第 32回新年婦人のつどいは、 1月17日午前 98寺30分か ら市民センター

で、1，400人の主婦が集まって行われた。「婦人の特性を生かし、私たち

の力を地域社会のために役立てよう」の主題で、線坂問の吉田いつデーさ

んら 8人 の 方 々 が 、 婦 人 の 生 き 方 や 子 育 て に つ い て 主 張を述べた。続い

て、テレピキャスター松村満美子さんが「雑居家族のす すめ J と題し、

実母や妹と暮らしている自分の家族生活を紹介しながら、「我慢する」

というデメリットを除けは、①芸誌の中がにぎやかになる ②子供に年寄

り を 大 切 に す る 心 が 芽 ば え る ③お互いに思いやりの心が生まれる ④ 

留守になることがないなどのメリットそ強潟して、雑主君家族のよさを訴

えた。なお、ここに紹介した内容は主張の 昔話。

主
暗
躍
を
述
べ
る
石
川
美
津
江
さ
ん

間ififihi22議撃計 g ii14;sziii111h 
-tiizirji免許Eftizc議i雪!当日望書記君主察当

jiiiii!ihii ij幹事 Ui語iiiiii;jii;{
225計51立五月教ZRぬ25お RJ31i校単宅事dZ曹長議長室むーヰきミFZ買
γ、ト九九かさ弓担保主主号51れ i栂ド詩心ドhれリ

;tIipfj;;ii i!;ii!?Rjiii:iiijii;:jf!il!ii 
き主 :JA;5d時宗主計計宅 iんぞUob，押し告白52U

童書孟甫 字 減 繍 ふ 害警雇25そ官昨烹露函レ品

野良市ii詰!?ii野離種A2125与野iifli会
皇室去はさ在日号三塁王将立 3岱翠繋芳三間討し事室嘉そ常三三高崎

;rliiiiiiiiiii民地寝静iiHii!?iiji111
21Z5124ib千円zq宗明持汁襲裏目ド~HFH当ドh目宗会

ii11i::ii詩ifii;iiii!?;21dlMii!ij許可r
fzijii!iiiiiiii時計ぇjゅ山首 1iif百 iii:江

idiiEi担保:要議議料出計izii目前
532E52開示号室i長?灘駅饗量議 i H53μ口町民匙z
iiizjjFUjijii河辺野 sjiREiir;;iliii
;ijjjjiifFijj;55fi;3jif;ijilt152iijjjj! 

てもをiihidiF時五輪;芝川町い山一 買う育室炉支

完 iii言語ZMi22555ii小 iぇ iizi!日iiiEE55222i 
g 

{応募の注意}

官持参するもの尽食

古参加資格今市内夜{王の綴子、家族。子供は、 1i0JJ、

学校 3 年~6 年を対象。(それ以外でも可)

官tc;、事事 往復ハガキに、参加希望者全員の氏名、住

所、年齢、電話番号、希望日(①か②)そ記入の

うえ、 2月 28S (7}く)までに申し iみんでくださ

し、。
古参加の決定 ①、②とも各先着50名

す申し込み先 干 25-1 平塚市浅間四J9~ 1平塚市役

所広報課 電話23~ 1l1l (内線315)

春休みファミリー(親子、家主主)施設見学会を、次

のとおり開きます。お誘い合わせでお気軽にご参加く

ださい。観光パス利用。参加無料。

官罪悪催問…① 3Jl27箆 (水)

② 3月29臼(金)
官所要時濁ー午前 8B寺 50分(集合)~午後 4 9寺(解

散)

すコース (集合 市役所)~市議会議場~総合公豊富

~平塚球場~大神環境衛生センター一~白寿荘(昼

食)~遠藤原最終処分場~電々公社中翠局~(解

散市役所)
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5

平
塚
球
場
で
は
、
閉
山
河
か
ら
各
一
塚
球
場
(
重
詰
お
一
一
六
六
)

剛
醐
種
大
会
が
予
一
定
さ
れ
て
い
る
。
一
へ
。

2
醐
こ
の
大
会
に
、
事
い
す
専
用
の
一
な
お
、
応
募
は
1
人
1
枚
と
し

中
川
四
時
開
戦
室
で
観
戦
を
希
望
さ
れ
る
方
一

5
つ
ま
で
申
し
込
み
で
き
る
。
多
一
四
月
か
ら
待
望
の
平
端
部
球
場
が
一
備
申
込
書
)
を
平
塚
球
場
へ
郵
送

日
醐
を
募
集
す
る
。
(
臼
程
は
下
表
)
一
数
の
と
き
は
抽
せ
ん
と
な
る
。
一
使
用
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
す
る
。
使
用
日
時
が
重
な
っ
た
場

和
醐
マ
応
募
出
長
時
車
い
す
利
用
者
で
一
観
戦
に
は
、
中
学
生
以
下
お
よ
一
す
で
に
大
会
使
用
臼
程
が
決
ま
一
合
は
、
使
用
調
整
協
議
会
に
よ
り

紹
醐
市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
者
一
び
特
別
な
介
助
再
袋
す
る
も
の
は
一
っ
た
の
で
、
そ
の
ほ
か
の
日
に
つ
一
調
整
・
弛
せ
ん
の
う
え
、
予
備
決

マ
締
め
切
り

3
月
臼
臼
(
土
)
一
付
き
添
い
が
必
要
。
一
い
て
月
間
使
用
予
備
申
し
込
み
を
一
定
す
る
。

マ
応
募
方
法
官
製
は
が
き
に
、
一
〔
大
会
の
名
称
〕
臼
稼
は
下
表
一
受
け
付
け
る
。
ぜ
ひ
ご
利
用
を
。
一
〔
4
月
分
使
溺
可
銭
箆
}

、
氏
名
(
市
外
の
方
ば
勤
務
一
マ
首
都
大
学
野
球
春
季
リ
ー
グ
一
門
v
資
格
平
塚
球
場
受
録
者
一

2
臼
S
5白
、
円
以
臼
、
ロ
臼
、

学
校
名
)
、
電
話
番
号
、
観
一
戦
・
日
程
番
号

1
、
2

一門
V

申
し
込
み
使
用
を
希
議
す
る
一
日

a
i
w呂
、
幻
自
ら
幻
自

望
大
会
臼
緩
の
番
号
を
明
記
一
マ
イ
ー
ス
タ
ン
リ
ー
グ
公
式
戦
一
部
同
月
の
3
臼
か
ら

m
gま
で
に
、
一
こ
の
ほ
か
、
臼
に
よ
っ
て
は
早

一Tm平
塚
市
大
原
1
l
1
平
一
主
催
は
大
洋
球
団
一
所
定
の
用
紙
(
平
塚
球
場
使
用
予
一
夜
間
が
空
い
て
い
る
。
問
い

28・8月 8日

29・8月 9尽

30・8月14日

31' 8月258

32・9月 7日

33・9月 88 
34・9月14臼

35・9月15日

36・5月16日

37・9月18日

38・9月19日

39姐 9月25日

40・百月 26日

むよ合
を

都
議

の
了

日
目
白
門
口

5
日

日

日

日

日

臼

日

出

臼

者

ご

W

4

5

9
民

団

7
お

お

口

紅

n
n
μ

催
。

月

月

月

間

口

月

月

汚

月

月

月

月

月

月

月

主

る

5

6

6

6

6

6

7

7

7

7

7

7

7

7

会
あ

・
大
が

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

2

 

1

1

1

1

1

1

2

2

2

2

2

2

2

2

と
や
こ

E
臼

日

白

白

日

日

目

白

司

臼

臼

日

臼

日

き

る

串
官
僚

6

7

9

m

m

n

ω

1

3

5

8

9

m

と
わ

唄

鰯

月

月

月

月

月

汚

汚

月

間

月

月

月

月

月

の

変

0

4

4

4

4

4

4

4

5

5

5

5

5

5

天
が

会
号
・

-
-
-
-
-
-
-
-
-
a
・
・
庶
役

大

番

1

2

3

4

5

6

7

8

9

m

u

u

u

※
臼

意 3寺24臼 (8)禰天中止
9時 30分受付開始 10時務会式

集会場所 主主滋中学校
思コース金趨中学校 ザイクリングコース

・種 El 一般の部 3畑、 5km 

ファミリーの部 2加

・事7JP重量格 市内在住、在勤、在学者であれば誰

でも参加できる。ただし、ファミリーの昔日は小学

生以下とし、保護者(責任者)がー絡に走ることゴ。 J_j_j

申し込み 2 月 18 日 ~3 1l 9 日までにはがきか

篭話で申し込みを。 f中254平壌市見~t隠116-1 見

附台体育館内体育課J電話31-3060

と
-3月は第 2，月 曜 臼

ElE語iこ利F需できます。(無料罪悪放)
開放曙震 卓球、バドミントン、パスケット、

軟式睦球 (13~16時)、パレ (16~20時〉

液各撞沼とも、ラケット、シャトJレ、ポーんは

必唱噂各自持撃を。(体育舘には用意してありませ

んノ)

2ft守1813(月)午後 l持~喜善寺
3月11沼{湾) I! 

3月2513 (丹) I! 
選動のできる服装で害加し、上ばき用の運動

くつを用意してください。(食宮内は土坦蹴禁で

す。〉鞭控場内での献食は禁止です。

摺さ弱体膏篠宮署務31-3060 



世人形車IJフヱスヂィパル

人時劇「へイチャとアヒルの子」や、腹話

捕。出積は、どんぐり鹿といっすんぼうし。

・日時 2月24日(日) 13時~15時

・対象 小学生100人(当臼先着順〉

合カレーオリこにンテーリング

地図と盟行でポイントそ揮すと、カレーづ

くりの材料がそろう。(申し込み制)

・日時 3113 日(日 9 時~15時

ー集合場所 七国荘(平壕市二土麗)

E 対象輯と子 (2--3人で 1組 15組

・費用 1組600円(地層、カレー材料代)

・持参するもの 米 1人 l合、筆記用異等

世膏童手パネルディスカッシ吉ン

青年の希望、悩みなどについて話し合う。

・日時 3月10日(日) 日時四分~日時

'会場 'f理市中央公民館

・対象 中学生以上 350人

〈終了桂、吏歓会参加者は軽食代300門)

女体韓日 揮週月曜日

す体験学習 f拓本義j
拓本塁塁を作り、拓本の取り方を学ぶ。

・日時 3月17日 (臼) 10時-15時

材料費 500円

・申し込み 3 sl 9日までに往裡はがきで。

多数のときは、抽せんで15入。

会自然観察会 f高度丘陵j
高座丘陵の地理申、鳥、花を親畢ずる。

・臼時 3月10日(臼) 9時-16時

・場所 茅ヶ崎市蔀羽根付近(南天中止〉

ー申し込み 2月28日までに住哩はがきで。

多数のときは、抽せんで30入。

合移動博物量蓄の釘稜

お、二乞瞳日 14時、日曜日日時から、パードウ

方ツチングの舎を開く。

-掴北公民鯖 2月22日-24日

・松原公民館 3月16日-17日

。平曜のナウマン融療

ナウマン車の骨や歯を塵示すーる。

・音訳公民館 3月 7日-8臼

。星藍唱を見る金 (18時-20時)

博物轄の望趨輯で、月や星を輯軍ずる。南

天等由ときは公民轄でスライドを上聴する。

・金田公民曲 2月16日

・旭小学校桂躍 2 Fl23日 (旭公民館)

・花水公民蹄 3sl2日

女四之宮下之郷遺跡震

星雲帯土器など貰料の 部を紹介している。

・期間 2月27臼{土}まで 十

合体鎗自 揮適用曜日、月末

女博鞠餓 〒254~型開館Jl2ー祖霊聖書曹33-5111

官こども峡喜霊会

1b>>2月日目(毘) 10時、 H持・ 3階ホ -Jレ

「みにくいあひるの子J20分

「月中瞳の強J15分

「互理安全でござるハットリ君 15分

。 3月 10自{回)10時、 14時・ 3階ホル

「オロ口ンの島J37骨北海道の海鳥の生

時と、梅田子供を描く。

「北風のくれたテーブJレかけJ日 分 ノル

ウエー由民謡を、人帝劇で描く。

官狭頭会

。 3月 17日{毘) 10時、 14時晴 3階ホール

「山と湖白ある町J20分、「三浦半島由野

鳥J20分、「神帯)11由党輯J20;テ

官 16ミリ映写機購欝会

・期日 2月四日(金) -2月23日(二七)

・時間 9時四分-16時(昼貴持参)

・費用 500円{テキスト代}

・申し込み 図曹輯視聴覚ライブラリ

女体錨日 揮週月曜日、月末

食図輯鰭



マ
臼
時

3
5臼
(
月
)
午
後
一
・
襲
器

2
2日
(
木
)
午

1
時
3
3持
初

分

一

前

日

一

時

S
U時

マ
会
場
平
塚
市
教
育
会
縁
一
・
整
形
ブ
ロ
ッ
ク

2
月
お
臼
一

鍵
康
で
生
き
が
い
の
あ
る
豊
か
一
マ
テ
ー
マ
人
生
加
年
時
代
、
で
一
(
月
)
午
後
1
符
1
3時
一

消
費
生
一
き
て
い
ま
す
か
あ
な
た
の
生
喜
一
マ
会
場
平
塚
市
電
会
館
一

一

計

(

討

論

形

式

)

一

日

V

問
問
い
合
わ
せ
先
市
福
祉
総
務
一

一
マ
申
し
込
み

3
月
日
以
日
(
金
)
一
課
更
生
福
祉
係
(
内
線
二
ニ
ニ
)
一

一
ま
で
に
、
布
地
域
づ
く
り
諜
(
内
一
マ

i
ク
の
い
ろ
い
ろ

一
線
二
四
四
)
へ
。

一

繊

維

製

品

の

取

り

扱

い

絵

表

示

身
体
障
害
者
の

F

巡
回
更
生
相
談

wX曲
、

水
洗
い
は
で
き
ま
せ
ん
。

融母子健L貸手帳本冊・~リ冊と筆記用

具を持参(3カ、月児は本冊のみ)

[3か月完]

3月 6日 59年 11月 1日-10臼生

3 FJ20日 59年11月11日-20日生

3月27呂 田 年11月21日-30臼生

[1車 6カ、月兇]

3月 5民 58年 9月 2口-10日生

3月12臼 58年 9月日日-20日生

3月四日 58年 9汚21臼-30臼生

[3揖児]

3月 7日 57年 1月 1日-10日生

3月22日 57年 1月11日-20日生

3月28日 57年 1月21臼-31日生

3月中に 8か月から構 1識になる

お子さんを対象に聞く。

盟会場 平塚保慢Fヲ1講主主

瞳日程 3 JH5日午後 2時30分から

輯時子韓市 F帳と官三己貯はを持れ

関
心
の
あ
る
方
ご
応
募
を

瞳対象 2持 6かけまての3九幼児

盟会場 、μJIi'(似桂川

関日程 3 4日、日目、 18日

盟時間守的匂子~1()!Jケ加分

盟申し込み 喧話で手塚慌慢所 (32

(130) へ予約寸る。 ζきるだけ先

に乳幼児指科教平山空調を。

盟控期(妊掘 8か月以降の方)

3月 18呂、 25日

盟会場樺健センター

盟時間午後 1時30分-4時

輯申し込み電話で保健センター

(34-0311) へ。
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内 三 義 公四警さ蓄なお i

ちゃん
女四之宮281 神田中学校の国語

の先生岩崎邦彦さん(認識)と恵

子さん (29議)の二女。身長66cm

体重 8kg、59年 8月 7日生まれ。

前鳥幼稚園に遇っている綿姉ち

ゃんの踊りに合口せて手濯をパタ

パタさせるのが得意の費ちゃん

最近人もじりがひどくて、ふろも

ママでないとだめ。おじいちゃん

もおばあちゃんも手持ちぷたさ。

壁ちゃん、早く京臨みんなで遊び

ましょ。

40 

kJ. 

の

さ岳人

庇主与

保健センター健康相談

・毎混 月日霊日・金曜B

(午前中)

・内容成人病棺談

・電話 34~03 1l 

自
分
の
健
康
状
態
を
自
分
で
管
一
状
態
を
確
か
め
て
い
る
。

捜
し
て
も
ら
う
た
め
、
間
間
十
歳
以
一
問
い
合
わ
せ
は
、
健
燦
諜
{
内

上
の
方
を
対
象
に
、
無
料
の
一
般
一
線
二
六
O
)
へ。

健

康

診

奪

実

施

し

て

い

る

。

一

健

康

教

室

開

く

か
り
つ
け
の
病
院
、
医
院
Y
一

ζ
相
談
の
う
え
、
毎
年
自
分
の
誕
一
マ
心
疾
患
の
予
防
に
つ
い
て

生
月
に
、
必
ず
受
け
よ
う
。
一
・

2
月
n
B
午
後
1
降
初
分
自

な
お
、
十
二
月
は
四
百
七
十
人
一

3
持
八
綴
公
民
館

の
方
が
受
診
し
て
、
自
分
の
健
康
一
・
講
師
佐
藤
春
雄
陸
扇

瞳輔 1期・ 3U 

-対象 2据 (24か月)から 4地

(48か月)までの幼児。なお、時持

間舗は 2，.ヨ、 31"Jとも 3週間から信

週間。

盤覇 2期 寸問畳ける

・対象 車 1)引の 3I'¥Jけが終わって

ヵ、ら 1年以 L1 +6かJJ以内のWlllil
に受ける。なお、事 1WJを平めに空

けて、第 2J&!jもなるべく半く 4捜ま

でに格fするようにしていただきた

[3月]

27日 中原公民館、金毘公民臨、

※岡崎公民館

28日 神田公民鶴、楽金田公民館、

漆域島公民館

29日保韓センター

一
擦
の
け
が

子
供
は
こ
ろ
ん
だ
り
、
階

段
か
ら
落
ち
た
り
し
、
よ
く

頭
を
打
つ
も
の
で
あ
る
。

頭
部
を
打
撲
し
て
も
意
識

障
害
や
お
う
肢
も
な
く
、
打

撲
し
た
局
所
だ
け
の
頭
痛
の

場
合
、
心
記
な
い
こ
と
が
多

い
。
ま
た
、
打
撲
部
に
こ
ぶ

が
で
き
る
時
は
、
頭
の
中
に

内
出
血
を
起
こ
す
こ
と
は
比

較
的
少
な
い
と
さ
れ
、
そ
の

ま
ま
安
静
に
し
て
よ
う
す
を

み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
し
か

し
、
頭
部
打
撲
後
、
少
し
で

も
意
識
障
害
を
き
た
し
た

り
、
お
う
社
や
強
い
頭
痛
、

け
い
れ
ん
な
ど
を
認
め
る
い

時
出
血
議
員
票
…

の
変
形
(
へ
こ
ん
だ
り
す
い

る
)
を
認
め
る
符
は
、
渡
ち
ふ

に
受
診
し
な
く
て
は
な
ら
な

績
を
打
っ
て
も
、
そ
の
時
い

に
は
症
状
が
な
く
、
二
土
一
一
恥

日
し
て
か
ら
、
頭
痛
a

お
う
一

吐
・
意
識
障
害
・
け
い
れ
ん

な
ど
の
症
状
が
出
る
こ
と
が
い

あ
り
、
こ
の
場
合
、
績
が
い
…

内
の
血
鐙
(
け
っ
し
ゅ
)
な

i

ど
が
考
え
ら
れ
、
至
急
受
診
~

し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
い
い

ず
れ
に
せ
よ
、
頭
部
打
撲
時
…

は
こ

1
一
ニ
臼
は
十
分
注
意
い

し
、
観
察
す
べ
き
で
あ
る
。

消費生活モニター30人による 1月の平均踊格

品盟 規格 小売 腐ス一一

粉石け人 3kg I 886円 876円

合成揖剤 2.6出{g 888円 899円

サラダ抽 700 g 381円 387円

しよう抽 1 '~;U~ ク 260円 251円

トイレJト山崎入 210円 216円Pミ"匂_I vv'陶弔問 、 W 晶】 句や-"

臨 向調lOOg j 177円 177円

鶏 卵 M 叩 髄 入 195円 190円

まあ」 丸 lUOg I 193円 191円

じゃカ%も 1 kg 180円 21lP'J 

み そ 1kg 307円 321円

食てシ 1斤 155円 152円

マーガ」シ 225gA 187円 184円

ブロてシ 10nず 4.914円

灯 油 18'U配達 1.389円

参加団体
・平塚児童量合唱団 ・コー}→刀ナジーノ

・平埋混声合唱酪 ・平壇少年少女合唱Bll

・まどかコーラス ーコールみなみはら

・コーラス・みずほ・花水小PTAコーラス

・くーる・ばろ ん ・ コ ー ル ポ ピ ー

・あ臨みコーJレ ・花水エコー合唱都

コー1いそれいゆ a 富 士 見 台 病 競 コ ー ラ ス

a 畢蕃コーラス ・フラワーコール

・ポコ・ア・ポコ ・金田フラワーコーラス

・ふじみ野コーラス・八橋コール・ブラワー

・コーJレなでしと ・ 平 壇 コ ー ル ・ グ リ ー ン

・金問小コーJレ @選和幼稚溺コーラス

マミー

余儀市民センター電磁32-2235

。資 格 市 内 の 中 学 生 ( 昭 和 前 年 4月以

時 ) で 、 講 習 会 終 了 後 も 子 供 会 活 動 等地域

活動でリーダーとして活動できる入。

。事事重軽人鎌 田人(先事費繍)

く〉翼書 簡 3)'j-12月(8阻}

。費 用 原 則 と し て 無 料 。 宿 治 等 の場合

は、実費負担

。申し込み 3)'j 15日までに青少年霊祭育成

係へ。

鴛言舌 内線 505



神
奈
川
県
で
は
、
県
の
仕
事
に
対

す
る
意
見
等
を
お
聞
き
す
る
た
め
、

県
政
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
て
い
る
。

マ
募
集
期
間
3
月
日
日
ま
で

7
応
募
資
格
別
歳
以
上
の
県
民

(
公
務
員
、
公
職
に
あ
る
者
、
県
政

モ
ニ
タ
ー
経
験
者
は
除
く
)

マ
任
期
三
年

ヤ
間
い
合
ね
せ
先
湘
南
地
豆
行
政

セ
ン
タ
ー
県
民
課
(
電
語
詑
二
七

一
一
)

マ
会
場
松
原
公
民
館

守
相
談
員
弁
護
士
費
原
唯
光
氏

申
し
込
み
は
、
前
日
午
後
5
時
ま

で
に
松
原
公
民
措
{
電
話
れ
六
一

八
六
)
へ
。

中
日
碍
3
月
4
日
1
3
月
四
日

(
毎
週
丹
、
金
曜
日
)

・
時
間
午
後
6
時
回
分
1
8
時

マ
会
場
市
役
所
仁
会
議
室

マ
申
し
込
み
先
市
播
祉
総
務
課
更

生
福
祉
初
係
(
内
繍
二
二
二
)

県
立
平
場
商
業
高
校
で
は
昭
和
剖

年
度
の
定
時
制
生
徒
そ
募
集
す
る
。

マ
募
集
人
員
・
商
業
科
的
人

・
普
通
科
刊
人

マ
資
的
情

mw働
き
な
が
ら
勉
学
す
る

意
猷
り
あ
る
者
。
②
中
学
卒
業
見
込

み
、
ま
た
は
F
長
者
。
③
年
齢
は
問

わ
な
い
。

マ
募
集
期
間
3
月
6
日
(
水

)
3

3
月
日
日
(
月
)

マ
畳
付
時
間
午
後
1
時

3
7
時

(
土
曜
臼
は
、
午
前
9
時
1
ロ
時
。

臼
瞳
日
は
体
み
)

マ
問
い
合
わ
せ
先
県
立
平
理
商
業

高
等
学
校
(
中
皇
叩

i
I
電
話
目

二
三
八
五
)

マ
会
場
湘
南
労
骨
セ
ン
タ
ー
(
茅

ケ
崎
市
茅
ケ
崎
)

マ
内
容
日
本
経
諦
の
現
状
と
今
後

の
動
向
、
お
春
闘
の
展
望

マ
申
し
込
み
先
県
期
間
労
働
セ
ン

タ
ー
(
電
話
。
凹
六
七
下
部
一
一

七
一
)

昭
和
田
茸
産
自
職
業
訓
練
生
を
募

集
し
ピ
い
る
。

問
い
合
わ
せ
は
、
ワ
十
四
時
公
共
職
業

安
定
扇
(
電
話
回
。
…

0
0
)
ま

た
は
訓
練
校
へ
。

マ
県
立
潮
蒔
技
能
訓
練
セ
ン
タ
i

一
平
阜
市
東
八
幡
4
日
4
・
電

話
回
一
九
六
四
)

マ
県
立
轟
野
高
等
織
幾
叫
酬
縛
措
(
秦

野
市
開
隆
一
一
一
一

0
・
竜
話
出
l
o

八
七

O
)

マ
県
立
藤
氏
高
等
職
業
訓
輯
暗
(
藤

沢
市
川
名
二
九

O
!
一
・
曹
説
。
四

「
い
ま
な
ぜ
異
業
構
拝
読
か
」
を

テ
ー
マ
に
、
講
憤
会
が
開
か
れ
る
。

マ
日
時
2
月
山
日
(
ホ
)
午
後
1

時門

v
会
場
平
塚
商
工
会
議
所

マ
申
し
込
み
先
市
商
工
課
工
業
係

(
内
操
五

O
七
)

縫が狭いため襲撃しい

豊富403懇

六
六

l
田
!
一
一
四
二
五
)

マ
擁
立
軸
気
高
等
職
難
鋭
輯
按
(
横

浜
市
鶴
見
区
見
宮
2
1
4
!
日
・
電

話
。
四
五
五
七
三

l
二
三
一
一
)

マ
県
立
晶
浜
高
等
職
難
鋭
輔
控
(
横

讃
賀
市
浦
郷
町
4
1
1
担
・
電
読
む
四

六

八

日

l
五
三
三
六
)

博物壷宮北側の緩外展示コーナー

(
敬
称
略
)

マ
社
章
構
祉
へ
'
融
崎
輝
夫
四
千

円マ
恵
ま
れ
な
い
方
(
児
)
へ
e

ゆ
り

か
ご
万
一
千
五
百
二
ム
1
円
、
穴

戸
武
八
千
九
百
二
千
九
円
、
紫
苑

学
園
幼
措
園
児
一
間
二
万
六
千
百

円
、
摺
永
正
穂
-
千
八
百
六
十
九

円マ
交
議
遺
児
へ
・
江
南
交
通
(
株
)

社
長
鳥
海
源
及
び
提
業
員
一
向

一
一
万
三
百
六
十
七
円
、
ニ
基
樹
脂
労

働
組
合
五
塚
支
部

L
i
万
九
字
七
百

、
十
二
守

ノ

F

V
杜
金
福
祉
護
金
へ
q

匿
名
一
万

円
、
中
村
喜
子
部
五
万
円
、
花
水

地
区
南
部
長
寿
会
六
乙
九
百
八

円
、
鹿
間
チ
エ
子
一
子
円
一
十
一

円
、
中
川
正
雄
・
ア
キ
一
千
八
百

三
十
一
一
円
、
乙
益
寓
美
子
二
千
一

円
十
六
円
、
市
松
鹿
努
一
千
百
八

十
九
円
、
金
持
時
二
月
円
、
既
名

二
百
二
十
五
円
、
機
原
正
巳
九

点
一
十
円
、
立
正
投
成
会
湘
南
教
会

ト
三
万
円
、
市
民
病
院
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
・
看
護
科
一
同
?
五
万
円
、

鈴
木
肉
泊
四
千
七
百
一
一
ト
一
一
円
、

鈴
木
内
科
外
科
医
院
一
よ
千
百
五
十

円
、
費
出
地
点
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
七

千
二
百
五
十
円
、
芹
揮
彦
左
衛
門

十
万
円
、

Y
W
〈

A

一
万
円
、
長

谷
川
清
泰
二
千
円
、
長
谷
川
守

区居住)田槽富蘇峯著「近世日本

E富良史j全捕、軍国道成氏(平揮

本摺層性、市議会議畏)の平嘩宿

閣時古資料タンス工樟 (dお)、

海軍火薬臨在勤槽悶氏j臼蔵・第一

国民学校訓導対尾法氏寄贈 f大膳

式古文書J(応永の草書己を持つも

の)竹行李(こうり) 1杯など、

費量なものがあった。

ζれらの害容籍・資料は、 部を

瞬間したもの泊、 20年 7月 16日

-17日の空襲 によって、残念な

がらそり大部分を亡失してしまっ

戸
ι 。

こうして措捕状態になった図書

館が再開されたのは、 23主 4月

日日である。

この開館は、その前月四 24

日、神奈川県軍政部教育槽報図書

館開時担当ヘンセル女史が費需来

庁して、留寄館白必要を説き、即

時開設を追ったりで、江輯中学校

内元大草融研究部書躍を利用し、

献本によった 1，800冊の本をもっ

て、前書記年月日広開館したむで泡

'"。
こり臨書館は次第に尭麗し、 34

年 7月梅岸由旧花水小学梗分枝、

45年 4月更に現在地に静った。

(文資白井弘)被おたずねは市

史綴さん揮慣磁雷 31-0429)へ

現在の平塚市図書館の前身とも

いうべきものは、紀冗 2，600年記

念事業として昭和 15草 3月四日

議会で議決され、その年の秋、市

立特設高等小学校玄関西剖の教室

をあてて開館した。

当時の予算には、設構費、人件

費はあるが閲喬購入費が無かった

ので、後捷会を設け、その会費を

もってこれにあて、なお詞覧料 1

閏 2錦、 12問 20銭を撤収した。

後援会の会員には軍国敬治(市

畏)、相山晶夫、和田林之助、原

田道成加藤太郎、柿沢鯖太

郎、成輔さ裳兵樹、三橋事、宮J!f惣

次郎、関崎福太郎、高輔檀手吾、亀

井幸之助、笹生晴治、桜井説、池

田善太郎、久保寺鎮犬、浜田イ

ヨ、古家達三、平野勝二、永井専

太郎(隅不同)そり地自諸氏がお

られ、会費は月額 Z円であった。

この舎費で購入した書籍には、

新聞社心世界文学金集、中央公論

社のシェークスピア全集、その告患

があった。

また有志の所蔵図書、資料の寄

贈を空け、その中には、太田貞市

氏 (6本電力平塚営業所長〉白経

詩縄県書籍約 50冊、奥野産六民

(海岸地区岩性、弁護士)の諸聾

籍約 100冊、山田錯郎氏〈揮陣地

一
一
千
円
、
長
苔
川
良
子
二
千
円
、

長
苔
川
正
二
千
円
、
景
品
川
正
幸

二
千
円
、
江
藤
商
庖
一
千
二
百

八
十
一
一
円
、
平
嘩
五
月
会
一
万
六

千
九
百
三
十
問
円
、
平
理
パ
ブ
テ
ス

ト
教
会
教
会
学
校
一
同
一
一
万
三
百

四
十
七
円
、
理
境
高
生
業
務
課

万
三
千
二
百
七
円
、
撫
子
原
熊
沢

五
千
円
、
渡
辺
武
夫
二
子
円
、

(
株
)
平
理
責
肉
セ
ン
タ
ー
二
千

一
一
自
七
十
一
ω

一
円
、
一
千
一
位
担
行
平
車
交

高
行
員
一
間
十
五
万
円
、
梅
屋
労

働
組
合
七
万
五
千
九
百
九
十
六

円
、
北
野
秋
雄
七
千
九
百
四
円
、

東
京
ガ
ス
(
株
)
子
埠
(
営
)
ガ
ス

展
募
金
及
ひ
所
員
一
同
一
一
万
三
千

七
百
四

f
六
月
、
生
協
大
神
・
田
村

ブ
口

y
ク
一
一
一
千
八
百
円
、
匿
名

六
千
二
百
円
、
(
株
)
お
も
と
や

十
万
八
千
五
百
六
千
八
円
、
名
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
利
用
者
一
尚
一
一
千
一
一

向
-
十
円
、
(
株
)
共
和
技
梢
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ツ
六
千
五
百
八
十
円
、

和
田
利
彦
六
千
八
百
一
十
円
、
追

分
交
鵡
従
業
員
+
同
一
一
千
二
百
~

十
四
円
、
松
ケ
丘
小
学
校
六
年
一
一
組

一
…
千
円
、
代
官
町
母
親
ク
ラ
ブ

五
千
円
、
代
背
町
母
親
ク
ラ
ブ
々
全

員
六
千
一
-
百
七
十
円
、
忍
塚
市
青

年
間
協
議
会
一
万
一
一
千
七
百
六
?

九
円
、
中
村
伝
五
郎

J
十
円
、
つ

く
し
看
護
婦
家
政
婦
問
問
弁
所
万

円
、
富
名
一
千
六
百
六
十
八
円
、

朝
日
新
聞
中
毒
章
一
一
一
万
五
千

四
百
六
十
五
円
、
ア
イ
ア
イ
ス
テ
ッ

プ
八
万
二
千
円
十
円

マ
離
設
教
揖
募
金
回
連
協
会
字
塚

支
部
で
は
、

Z
H訪
日
「
成
人
式
」

と
2
月
日
日
「
新
年
婦
人
の
つ
ど

い
」
で
難
民
救
援
募
金
活
動
を
行
っ

た
。
寄
せ
ら
れ
た
仏
金
は
、
関
連
難

民
高
等
弁
高
官
事
務
所
に
送
っ
た
。

合
成
人
式
九

τ七
百
九
十
円

g

新
年
婦
人
の
つ
ど
い
七
万
一
千

七
百
九
十
六
円

>67< 昭和 35年当時の平塚市磁欝童書

ト

とき 3月初(怒)

ところ 務主主センターホー
3時祷場、 3時 30分潤演

演奏平署吹奏楽愛努金

@ウエストサイド物語、インザム ド、 A列車

で行こう、シング・シング・シンゲ、素晴し

きヒコーキ野郎

凝入場希主富者は市民センタ へ。
主 君量 権E莞哲ンタ…宮霊童話 32-2235

ま
す
e

今
に
な
っ
て
少
U

ず
つ
、

そ
う
い
う
自
分
が
わ
か
り
か
け
て

き
ま
し
た
」

M
子
「
師
は
向
か
と
い
う
と
母

に
告
げ
口
す
る
し
、
い
ち
い
ち
子

捗
し
て
一
つ
る
さ
い
ん
で
す
。
伺
と

か
蹄
と
部
撞
を
別
々
に
し
て
ほ
し

い
と
思
う
の
に
、
母
は
取
り
L
I
J
げ

て
9

、
れ
ま
せ
ん
」

K
さ
ん
も
拍
子
も
、
こ
れ
ま
で

中
学
に
入
っ
て
か
ら
、
誌
と
ん
心
の
興
探
く
し
ま
い
込
ん
で
い
た

ど
勉
強
も
せ
す
、
向
を
開
い
て
も
患
い
を
、
す
し
ず
つ
諮
り
始
め
て

答
え
よ
う
と
し
な
い
M
ヂ
に
途
万
宍
ぷ
仇
し
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、
互

に
暮
れ
る
母
親
の

K
さ
ん
。
「
母
い
に
か
た
く
な
に
在
っ
て
い
た
心

は
姉
ば
か
り
か
わ
い
が
り
、
私
に
も
開
き
始
め
て
い
っ
た
の
で
す
。

は
た
だ
勉
強
の
一
点
張
り
。
い
い
草
で
も
掠
々
に
、
お
互
い
の
こ

た
い
こ
と
は
山
揖
ど
あ
る
け
ど
、
と
は
に
耳
を
煩
け
る
よ
う

ιな
つ

ど
う
せ
聞
い
て
く
れ
な
い
し
」
と
て
き
ま
し
た
。
心
の
通
い
選
が
開

反
抗
心
を
強
め
て
い
る
M
子
。
け
始
め
た
自
で
す
。

一
一
人
の
並
行
的
な
主
一
一
二
土
問
E悔
す

M
子
は
臼
に
見
え
て

張
か
ら
こ
の
相
読
は
始
民
話
、
宇
明
る
く
な
り
、
揖
極
的

ま

り

ま

し

た

。

減

ド

向

J
，
ぜ
ん
醐
に
母
の
手
首
い
も
す
る

き
ん
「
主
人
程
一
一
一
際
一

Y
持
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま

事
一
連
で
家
庭
の
こ
と

F
E
7丸一

7
f
し
た
。

に

は

憶

の

向

か

な

い

人

感

諸

外

以

ぎ

の

と

の

よ

主

で
す
。
私
は
子
棋
の
成
事
4
司
一
向
4
4
変
容
を
告
の
当
た
り
に

長
だ
け
が
輩
し
み
で
頑
強
っ
て
き
し
て
、
は
じ
め
て
K
さ
ん
は
、
母

ま
し
た
。
子
供
た
ち
に
は
、
た
と
と
子
の
か
か
わ
り
方
自
大
田
さ
を

え
結
婚
な
ど
し
な
く
て
も
、
自
分
思
い
知
ら
さ
れ
た
の
で
し
た
。

で
で
き
る
仕
事
を
身
に
つ
け
さ
せ
や
が
て
、
こ
白
二
人
は
、
わ
か

て
や
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
そ
り
合
い
、
語
り
合
う
こ
と
に
よ
っ

う
い
う
患
い
が
、
勉
娠
、
勉
議
と
て
、
お
互
い
に
槽
頼
で
き
る
よ
う

い
う
押
し
つ
け
過
ぎ
に
な
っ
て

M

に
な
っ
て
い
く
と
思
わ
れ
ま
す
。

子
の
反
抗
を
育
て
た
よ
う
に
思
い

入場無料

喜馬車!主主~.::Z!.ぎ警査な点皇室だぞ吉光譲麗皇
4毛丹上;答主罪ださ穫 お と 高 言 し こ い 後 日 い 示 イh
1;::祭の jえ 索 さ れわ、思 Dてのるか、場志水
~ ~?，入二一一耳東いがれ展いてい- Ji虫、農附れやは
展望ミ雷ま ロちてま、まノトる帯表家示でで丹、樽

Zミ採しょ君主 ない品す公のは左7族品すお沢学物
1<二百可 t~ ぎを長 のるの。題で良昆での。りの術鋭

ふ議選書票毒 て22 f三道主主毒 ギ雲号室
るのわはあ容 ご、が たイE境まをで 変なし ffliJ
E霊神 f主、り V 克大 らなをし丘散 輿どてに

覧こ量
大己オエ jjミ
り民コ
触め i
れ展ナ
T:::. :Jjミ l
り場で
すはす
る

と霊
つ保花 を
てすをた考
いる植六三ぺ
まのえ
すがた狭置
。難りいか
しす庭れ
いるので
ま見 f藷たし、

雪雲《手
な確草

には

襲、会
見

しに、

てく棒f
し、 く 3十之
さなの

喜まら件すなに
。いつ

よい
うて

県動物保護センターでは、捨て犬、捨てね

こによるのら犬、のらねこの増加と、犬、ね

こによる危害を防ぐため、今閉も改の日程で

いらなくなった犬、ねこの巡自収容を行う。

当日、犬を出される方は「印鑑Jr犬由鑑

キ I注射精票Jr壁犬手帳Jを持参のうえ会

場へお出かけを。なお、収容車田博留時間は

10分間。また、ねこは蹄袋かダンボール箱に

入打ていただきたい。

3Fi2B (土) 3月号沼(土)
9 : 00 神田公民館 9 : 00 松原公民臨

9 : 25 大野公民館 9 : 20 謂賀公民館

9 : 50 豊田公民館 9 : 40 花水公民舘

10: 10 城島公民館 10: 00 富士見公民館

10: 30 金田公民館 10: 30 中原公民館

10: 50 開崎公民舘 10: 55 組公民館

11 : 10 金包公民館 日 15 吉沢公民館

':J 

。i悠問自穏/2))1611 (土) !O時 -12時イE

*公民館・ 13時 -15時松原公民館/2月四日

(月) 9時30汁 -13時 五種ヶ台高崎/2月20日

(水)10時 -1剖寺 "産相伝/2月22L1 (金) 10 

時 -15時 タイクマ(苧理中都議剤師会)/2f1 

26日(大) 10時~15時 高砂会料【鷺・県合同庁

舎/2月 28!1 {木)叩時-14時佑友義機械 E

業/3月 5II (火) 10時-15時 三共化成工業/

3月 6日(水) 10時 -15時 'J吋公製作所/3月 9

日(土) 10時---151l寺 ダイクマ〈手塚しらさぎラ

イオンズクラブ)/3月日日付c) 10 時 -12時

中南信用金庫四之宮支1;5・ 13---15時 高周誼熱鱒

一 ご 協 力ありがとうございましたー

古河電工266人、東洋軌材17入、 w藤製パン30

人、東晦大 学248入、市役所121人、駅北口 112

人、駅南口100人。
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